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三沢市教育委員会 令和元年度 ２月定例会 

   

   

  １ 日  時  令和２年２月２６日（水）    ９時５９分 開会 

                       １１時４８分 閉会 

   

  ２ 場  所  三沢市役所 本館４階 第２会議室 

   

  ３ 出席委員 

    教 育 長                冨 田   敦 

    委   員                立 花   肇 

    委   員                相 沢 靖 恵 

    委   員                黒 沢 のぞみ 

    委   員                本 江   宏 

   

  ４ 出席職員 

    教育部長                 山 﨑   徹 

教育総務課 課長             髙 橋 徳 孝 

    教育総務課 副参事兼課長補佐       種 市 明 人 

    学務課   課長             附 田 経 行 

学務課 副参事兼課長補佐兼学務係長    川 井 克 子 

学校教育課 課長             米内山 誠 毅 

    学校教育課 課長補佐           江 渡   勇 

    生涯学習課 課長             小 泉 厚 子 

    学校給食センター 所長          小 島 一 人 

    学校給食センター所長補佐兼施設係長    山 本   智 

    教育総務課 副参事兼課長補佐（書記）   今 村 多美代 

       

  ５ 傍聴者  ２名 

   

  ６ 議事日程 別紙のとおり 
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【 別 紙 】 

   

  三沢市教育委員会 令和元年度 ２月定例会 議事日程 

    

   第１ 開会 

    

   第２ 会議録署名委員の指名 

    

   第３ 会期の決定 

    

   第４ 前回会議録の承認 

    

   第５ 議事案件 

    議案第１１号 令和２年度教職員人事について 

    議案第１２号 不登校児童生徒が相談・指導を受ける際の民間施設についての 

ガイドライン（案）について 

    議案第１３号 三沢市立図書館規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第１４号 三沢市教育振興基本計画（令和２～６年度）（案）について  

    

   第６ 報告案件 

 報告第１４号 令和２年三沢市議会第 1回定例会について 

報告第１５号 谷地頭団体活動センターの事故について 

 

第７ その他 

    

   第８ 閉会 
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開会  ９時５７分 

 

                   

○日程第１ 開会 

  

■冨田教育長 

 出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

 ただ今から、令和元年度２月定例教育委員会

を開会いたします。 

 それでは、お手元に配付してある議事日程に

より、会議を進めます。 

  

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

  

■冨田教育長 

 会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、立花委員と相沢委員を指

名いたします。 

 よろしくお願いいたします。 

  

                   

○日程第３ 会期の決定 

  

■冨田教育長 

 会期についてお諮りいたします。 

 会期は、本日２６日の１日でよろしいでしょ

うか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 それでは、本日の１日といたします。 

  

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

  

■冨田教育長 

 前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。前回の会議録は、お手元に配付しておりま

すが、会議録のとおり、承認してよろしいでし

ょうか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、承認といたします。  

  

                   

○日程第５ 議事案件 

  

■冨田教育長 

 続いて、議事案件に移ります。 

 議案第１１号 令和２年度教職員人事につ

いての議案は、人事案件でありますので、先例

により、非公開として別室審議といたしたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、非公開として別室

審議といたします。 

 

 次に、議案第１２号 不登校児童生徒が相

談・指導を受ける際の民間施設についてのガ

イドライン（案）についてを議題といたしま

す。 

事務局より説明をお願いします。 

 

■学校教育課長 

 それでは、議案第１２号 不登校児童生徒が

相談・指導を受ける際の民間施設についてのガ

イドライン（案）についてご説明いたします。

資料１ページをお開きください。 

 まずは、作成にいたった経緯についてご説明

いたします。 

平成２８年に「義務教育の段階における普通教

育に相当する教育の機会の確保等に関する法

律」が公布され、文部科学省からは、「不登校

児童生徒の多様な状況に応じたきめ細かい支

援を行う観点から、教育委員会・学校と多様な

教育機会を提供している民間の団体とが連携

し、支援を行う。」よう方針が示されました。 

また、「不登校児童生徒の一人一人の状況に

応じて、教育支援センター、不登校特例校、フ
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リースクールなどの民間施設、ＩＣＴを活用し

た学習支援など、多様な教育機会を確保する必

要があること」が通知されています。 

現在、三沢市では、様々な理由で登校できな

い児童生徒には、三沢市教育相談センター内適

応指導教室において、学校復帰や社会的自立に

向けた学習支援や適応支援、相談活動を継続し

て行っており、指導要録上は出席としています。 

今後、民間施設での支援を受ける児童生徒も

考えられますが、さまざまな民間施設があるこ

とから、適応指導教室と同様に出席扱いができ

るか判断することが必要になります。文部科学

省からは、その判断を行う際の目安を設けてお

くことが望ましいとされていることから、三沢

市の児童生徒が、学校外の民間施設において指

導、助言等を受けている場合、指導・相談がふ

さわしい学びとなっているかの判断の目安と

して、ガイドラインを作成しました。 

なお、１３行目にありますように、本ガイド

ラインは、個々の民間施設について、その適否

を評価するという趣旨のものではありません。

民間施設はその性格、規模、活動内容等が様々

であり、判断する指針をすべて一律的に示すこ

とは困難であるため、実際の運用に当たっては、

本ガイドラインに掲げた事項を参考としなが

ら、各学校が児童生徒の実態に応じ、総合的に

判断することになります。 

それでは、本文の記載内容について説明した

いと思います。 

まずは、１の「実施主体及び事業運営の在り

方について」です。 

（１）では、法人、個人は問わないこと、（２）

では不登校児童生徒に対する相談、指導を主た

る目的としていること、（３）では著しく営利

本位ではないということを明記しています。 

続いては、２の「不登校児童生徒への相談・

指導の在り方について」です。 

（１）では、児童生徒の人命や人格を尊重して

いること、（２）では相談、指導体制が明確に

されていることと、受け入れの際に関すること、

（３）として、指導内容・方法、相談・指導の

体制を明示し、学習活動について、学年や個々

の学習の理解の程度に応じたものであり、ある

程度計画的になっていること、そして、（４）

では保護者や学校との連携、（５）では保護者

への情報提供について、（６）においては、体

罰などの不適切な指導や人権侵害行為が行わ

れていないことを記載してあります。 

次に３の「相談・指導スタッフについて」で

す。 

（１）では、児童生徒の教育に深い理解とその

指導に熱意を有していること、（２）では、専

門的なカウンセリング等の方法を行う場合に

ついて、（３）では、宿泊による指導を行う施

設について記載してあります。 

そして４では、「施設・設備について」次の

ページでは、５として、「学校、教育委員会と

施設との関係について」、最後の６には「家庭

との関係について」、相談・指導がふさわしい

学びになっているか判断する際の目安として

示してあります。 

簡単ではございますが、本ガイドラインにつ

いて説明いたしました。 

なお、本ガイドライン作成にあたっては、校

長会で事前に説明し、ご意見をいただいており

ます。承認いただければ、令和２年４月から学

校で活用するように進めて参りたいと考えて

います。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の説明に対し、委員からご質問等ござ

いますか。 

  

■黒沢委員 

 今回のガイドラインに相当する民間施設と

は、どのような施設ですか。三沢市の場合、該

当する施設はありますか。 
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■学校教育課長 

 今回、実際に問い合わせがあった事例は、隣

町の当市施設に通っている方で、そこでの活動

や相談を受けたことで出席扱いできるかとい

うことでした。三沢市内の方ではなかったので、

居住している教育委員会へ問い合わせしてく

ださいと回答しました。 

今後は、当市においても同様の問い合わせが

あることも考えられることからガイドライン

を作成しました。当市の施設について、今名称

が出てきませんが、本来幼児を扱っている施設

で、特別支援の児童が行っている施設です。後

程、お知らせいたします。 

 

■黒沢委員 

 福祉施設などの児童デイサービスですか。 

 

■学校教育課長 

 そのような施設です。 

 

■冨田教育長 

 若干補足しますが、今の場合、文部科学省が

想定しているような施設とはちょっと違い、明

確な施設ではありませんが、そのような施設で

も出席としてカウントできるかという問い合

わせで、当市でも微妙な感じです。 

 

■本江委員 

 児童生徒の実態を把握したうえで、事前に校

長会で意見を貰っているということで、校長先

生方は、自分たちが抱えている子供たちの実態

をイメージして説明を受けたと思いますので、

校長先生が了解しているのであれば、ガイドラ

インとして良いのではないかと思います。 

 

■立花委員 

 国際交流教育センターでも学習支援を行っ

ていますが、通える児童生徒は、極一部であっ

て、行けない児童生徒がまだまだいると思いま

すので、民間の施設であっても、引きこもりの

子供たちにとっては、大いにチャンスになり、

可能性が広がると思います。ただ、指導する、

教えることについては、教員でなくてもいいの

かということも当然考えられると思います。 

 

■学校教育課長 

 このような施設は、様々な形で運営されてお

り、古くて有名なものでは、ヨットスクールな

どもありました。県内では、青森市にフリース

クールがあります。ガイドラインにもありまし

たように、個人の経営とか、法人の経営とか、

事業の形態も様々で多種多様です。その中には、

学習活動や相談活動を余り行っていない、また、

逆に活動をきちんとやってくださっている施

設もあります。 

このように非常に幅広い施設の中で、ある程

度の目安がないと、出席と見なす判断が難しい

であろうということで、今回ガイドラインの作

成となりました。 

 

■立花委員 

 ガイドラインができたので、今後何らかの形

で住民に示し、教育委員会で積極的に行ってい

くのかお聞きします。 

 

■学校教育課長 

 本来、問い合わせ等があった場合に、教育委

員会としてある程度明確に示せるように作成

したのですが、委員のご意見を参考にしながら、

ホームページ等への掲載も視野に入れながら

検討していきたいと思います。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

 （「なし。」との声あり） 

 それでは、ないようですので、議案第１２号

は原案のとおり、承認することにご異議ござい

ませんか。 
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（「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第１２号 不

登校児童生徒が相談・指導を受ける際の民間施

設についてのガイドライン（案）については、

承認と決しました。 

 

 次に、議案第１３号 三沢市立図書館規則の

一部を改正する規則の制定についてを議題と

いたします。 

 事務局より説明をお願いします。 

 

■生涯学習課長 

 議案第１３号 三沢市立図書館規則の一部

を改正する規則の制定についてご説明いたし

ます。 

提案理由といたしましては、入館の制限に関

する基準を改めるとともに、図書館サービスの

充実を図ることを目的とするものであります。 

次ページは、新旧対照表となっております。 

現行の第４条、入館制限は、「伝染病疾患のあ

るもの、風紀を害し静粛を乱すおそれのあると

認められる者は、入館をすることができない。」

とあるを「館長は、次の各号のいずれかに該当

する者に対しては、入館を拒否し、又は退館を

命ずることができる。」とし、１号から３号ま

でとするものであります。 

また、現行の第１３条、個人貸出、５冊以内

を１０冊以内とするものです。 

４ページが規則改正文となっており、施行期

日は、令和２年４月１日からとなります。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の説明に対し、委員からご質問等ござ

いますか。 

 

■黒沢委員 

 今回の改正にあたって、その背景を教えてく

ださい。 

■生涯学習課長 

 貸出冊数を５冊から１０冊とした理由は、小

さなお子さんがいらっしゃる保護者から、絵本

はすぐ読んでしまうため、貸出冊数を増やして

欲しいという要望がございましたので、それに

答え１０冊に増やしました。 

 以上でございます 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

（「なし。」との声あり） 

 それでは、ないようですので、議案第１３号

は原案のとおり、承認することにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第１３号 三

沢市立図書館規則の一部を改正する規則の制

定については、承認と決しました。 

 

次に、議案第１４号 三沢市教育振興基本計

画（令和２～６年度）（案）についてを議題と

いたします。 

 事務局より説明をお願いします。 

 

■教育部長 

 現在の三沢市教育振興基本計画は、昨年１２

月定例会で、進捗状況を報告させていただきま

した。 

議案第１４号は、新しい三沢市教育振興基本

計画案の策定についてであります。 

表紙にありますように、「人との関わりを基

盤にＭＩＳＡＷＡの今と未来をつくる人づく

り」を施策の方針に掲げて、現在の計画を見直

しました。今後５年間の基本計画案として、当

市の教育を推進して参りたいと思っておりま

す。計画の概要につきましては学校教育課長か

ら説明いたします。 

 

■学校教育課長 
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 それでは議案第１４号「三沢市教育振興基本

計画」の資料をご覧ください。 

事前に、参考として、案の段階の資料を送付

させていただいておりましたが、本日お渡しさ

せていただいた資料の方を使って説明させて

いただきます。 

 ２枚めくって１ページ、「１ はじめに」

の１の趣旨ですが、２ページの図と合わせてご

覧ください。当市では、まちづくりの基本理念

である「未来へつなぐ 心安らぐ 国際文化都

市」の実現に向け、令和９年度までを計画期間

とした三沢市政全般に係る政策及び施策の基

本的な方向性について総合的かつ体系的に示

した、第二次三沢市総合振興計画を策定しまし

た。 

これを受け、三沢市教育委員会は、当市教育

の更なる振興に向けて「第二次三沢市総合振興

計画基本計画」の教育関連部分及び三沢市総合

教育会議において定められた「三沢市教育大綱」

と、「三沢市教育振興基本計画」を関連付け、

家庭・地域等と連携して当市教育の推進を目指

しますとしております。これを分かりやすく示

したものが２ページの図となっております。 

１ページの２には、本基本計画が教育基本法

１７条第２項に基づくものであるという性格、

３には、計画期間等が記載されております。 

３ページの「２ 三沢市教育施策の方針」

については、読ませていただきます。 

三沢市教育委員会は、「教育は人づくり、人

の中で人になる」との基本理念に立ち、グロー

バル化、超スマート社会の到来など変化の激し

い社会を、人との関わりを基盤に生き抜き、「Ｍ

ＩＳＡＷＡの今と未来をつくる人づくり」を目

指します。 

このため、「夢や志を高くもち、可能性に挑

戦する力を育てる学校教育」「学校・家庭・地

域をつなぎ、生涯学び、活躍できる環境づくり」 

「心の豊かさと感動・元気を生み出す、文化・

スポーツの振興」「安心して学び、多様な力を

伸ばす教育基盤の整備」を、青森県、青森県教

育委員会及び家庭・地域等と連携し推進を図り

ます。 

４ページは、本基本方針の作成に当たっての

構造上のポイントを説明したもので、まずは、

４つの基本方針、それに続いて１０の政策目標

２２の重点施策という順に編成されていると

いうことを示しております。 

１枚めくって５ページ、６ページは、「３ 

４つの基本方針と政策目標」を示したものとな

っております。 

「１ 夢や志を高くもち、可能性に挑戦する力

を育てる学校教育」 

「２ 学校・家庭・地域をつなぎ、生涯学び、

活躍できる環境づくり」 

「３ 心の豊かさと感動・元気を生み出す、文

化・スポーツの振興」 

「４ 安心して学び、多様な力を伸ばす教育基

盤の整備」です。 

７ページから１１ページは、その４つの基本

方針に基づいた「４ １０の政策目標」を説

明した部分となっております。 

１番から順に、 

「１ 知・徳・体の調和のとれた「生きる力」

の育成」「２ グローバルなコミュニケーショ

ン能力を育む英語教育の充実」「３ いじめ・

不登校等のない学校を目指した体制づくり」

「４ いつでも、どこでも、誰でも学べる機会

の充実」「５ 学校・家庭・地域の連携と協働

の充実」「６ 生き抜く力を育む、キャリア教

育支援の充実」「７ ふるさとの文化継承と地

域発信ができる文化活動」「８ 豊かなスポー

ツライフを実現する環境づくり」「９ 健康で、

依存に負けない習慣づくり」「１０ 安全・安

心で、質の高い教育環境の充実」となっており

ます。 

続いて１２ページをご覧ください。「５ ２

２の重点施策」ですが、これは先ほどの１０の

政策目標を達成するための重点施策です。詳し
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くは次のページ以降をご覧ください。 

１３～１５ページは、これまで説明いたしま

した４つの基本方針、１０の政策目標、２２の

重点施策の全てを表にまとめて、体系的に示し

たものでございます。 

また、表の一番右側の欄は、主な評価指標と

なっております。 

最後の１６ページの「６ おわりに」のと

ころは、ＰＤＣＡサイクルを生かした評価を行

い、必要な場合は期間中であっても修正する場

合があること、また、市民や関係者の方々に対

するご理解・ご協力のお願いなどが記載されて

おります。 

以上でございます。 

 

 すみません。補足ですが、この基本計画の策

定にあたっては、教育委員会事務局だけでなく、

校長会から代表を２名、三沢市連合ＰＴＡから

代表２名の方にも参加をお願いして、検討委員

会を開き、ご意見をいただいております。 

 また、ファブリックコメントも市民の意見を

反映させるために、市ホームページへ掲載して

おりました。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の説明に対し、委員からご質問等ござ

いますか。 

 この基本計画は、大きな仕掛けの部分でもあ

りますので、お一人ずつ委員からご意見をいた

だきたいと思います。 

 

■本江委員 

 きめ細かな基本計画となっていて、素晴らし

いと思いました。そして、校長会も参加して意

見をいただいているとのことで、学校教育の推

進についても理解を得られると思います。 

また、表紙の「ＭＩＳＡＷＡ」の表記には、

深い意味があるように感じますが、どうでしょ

うか。 

■学校教育課長 

 発案は、教育長ですが、校長会からも「国際

都市三沢」をイメージできる素晴らしい表記で

あるという意見もございました。 

 

■本江委員 

 １１ページの政策目標が、「１０ 安全・安

心で、」となっておりますが、その下の説明文

の３行目が、「安心・安全に」と標記が変わっ

ているのは、何か理由がありますか。 

 

■学校教育課長 

 すみません。そこは完全に表記の揺れという

ことで、改めたいと思います。 

 

■本江委員 

 すみません、もうひとつありますが、１２ペ

ージの２２の重点施策の６番目「いじめ・不登

校など」となっており、他のところでは、「い

じめ・不登校等」となっていますが、それはど

うでしょうか。 

 

■学校教育課長 

 「いじめ・不登校」となると、一般的に次に

続く言葉が、問題行動や最近大きな問題になっ

ている虐待とかを含めますので「など」として

おります。 

 

■冨田教育長 

 本江委員が、おっしゃっているのは、ひらが

な表記と漢字表記になっているのは何か違い

があるかということだと思います。 

 

■学校教育課長 

 はい、「いじめ・不登校等」の漢字表記に訂

正し統一いたします。 

 

■本江委員 

 最後に、「おわりに」のところで、「大きな状
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況の変化があった場合など、必要に応じ、計画

期間中にあっても教育振興基本計画の一部を

修正することがあります。」というのは、安心

できる良い表現だと思いました。 

 以上です。 

 

■黒沢委員 

 私は、表紙にある、「ＭＩＳＡＷＡの今と未

来を」という言葉に大変感銘を受けました。子

供が育っていく過程において、親の立場である

親は、子供たちの未来のために今を厳しくする。

だけど、お祖父ちゃんやお祖母ちゃん方は、今

を幸せに過ごせるように、今子供たちに愛情を

与えてくれる。その両方のバランスをなくして

は、子供が未来に夢を抱くことが出来ないと言

われているので、「今と未来」に着目したこと

に、とても良いテーマを掲げたと思いました。 

また、本江委員からもありましたが、「一部

を修正することがあります」の一文は、今の状

況が、すぐ変わるこの世の中では、とても大切

なところであると思います。今までも、それぞ

れの施策の中で、教育長が何かある度に、この

方向性で進めますということで、形あるものに

してきました。そのＰＤＣＡサイクルも常に教

育委員会の中に根付き、そして形となってこの

基本計画になったのだと思いました。子供たち

の状況や教育委員会の状況に照らし合わせて、

年度強化のみならず、必要に応じ、期間中であ

ってもしっかりと見直しをして、改正案を見出

して再実行し、進めていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

■相沢委員 

 ６ページに「ふるさとの文化継承」とありま

すが、私は、みさわ祭りを思ったのですが、そ

れは文化継承にはなるかどうか。そして、更に

１４ページの（１２）から（１４）にも「ふる

さとの文化継承」とあり、また（１４）には、

「市民による文化活動とありますが、みさわ祭

りは、文化継承や文化活動になるのか、私は、

よくわかりませんが、みさわ祭りを文化として

考えますか。どうでしょうか。 

 

■教育部長 

 みさわ祭りも神事ということで、もちろん文

化振興であると思いますが、教育振興基本計画

の中には含めておりません。どちらかと言えば

観光分野ということで考えております。みさわ

祭りを教育分野と考えると、他にも、もっとも

っと限りなくあると思います。みさわ祭りも立

派な神事であると考えております。 

 

■冨田教育長 

 子供たちが参加するお祭りということも含

んでのご意見かなと思いますので、生涯学習課

長からもお願いします。 

 

■生涯学習課長 

 みさわ祭りは、部長もおっしゃっていました

が、観光分野として捉えており、教育委員会が

想定している教育分野の文化振興は、子供たち

が参加している神楽を考えておりました。今後

も修正しながらできるものを考えていきたい

と思います。 

 以上でございます。 

 

■相沢委員 

 教育長が言ってくださったとおり、子供の参

加についてですが、みさわ祭りも段々と継続が

難しくなっていると聞こえてきていますし、子

供の数が減り、暮らし方も変わってきています。  

今まで続いてきたお祭りもなくなったら寂し

いと思いますので、子供たちが参加しやすい環

境を作ってあげることも良いことではないか

と思います。 

 

■冨田教育長 

 若干補足しますが、地域の方々の思いもあり、
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みさわ祭りには、子供たちが参加できるよう、

学校へも配慮していただきたい旨を相談して

います。ただ市全体で号令をかけることは、学

校や町内の体制に非常に幅広く違いがありま

すので、できません。例えば市が「何とかの日」

と制定して学校をお休みにして参加を促して

いるところもあるようですが、当市の場合はま

だ受け皿ができていないため、関係機関や地域

が連携しながら、総合的に判断してやっていか

なければならないと思います。 

 

■立花委員 

 事前に渡された教育振興基本計画を見て、非

常に細かいところまで施策が盛られていると

思いました。１３ページにある「日米総合子供

会活動（仮称）」は、新規の事業だと思います

が、どのように計画しているものですか。 

 

■学校教育課長 

 新しいものとして今後取り組んでいきたい

事業です。これまでも日米の交流事業は行って

いましたが、更に学校だけでなく、色々な子供

たちの団体なども含めてお互いの交流を進め

られればいいと考えている事業です。 

 

■立花委員 

 教育委員会主催ではないですが、アイスホッ

キーなども多数の子供が参加して活動してい

るようですがそれとは違うのですか。 

 

■学校教育課長 

 そのような活動も含め、新しい活動や事業と

融合させて進めたいと考えておりました。色々

なものを活用しながら総合的に行いたいと考

えております。 

 

■立花委員 

 中学校のイングリッシュキャンプや小学校

のイングリッシュデイについては、なるべく全

校から参加できるように学校へも積極的に呼

び掛けてほしいと思います。その後に参加人数

に余裕があれば再度各学校へ参加者を募るな

どとしてほしいと思います。 

 また、このように沢山の事業を計画しており

心配するのは、予算の事ですが、もう新年度予

算は決まっていると思いますが、大丈夫なので

しょうか。教育施策の予算については、総合教

育会議の中で、私たちからも市長さんへ要望し

ていきたいと思います。 

 

■教育部長 

 ご意見ありがとうございます。市長には教育

についても大変理解をしていただいておりま

して、新年度の予算はかなり計上できたと思っ

ております。総合教育会議もありますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

（「なし。」との声あり） 

 それでは、ないようですので、議案第１４は

原案のとおり、承認することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、議案第１４号 三

沢市教育振興基本計画（令和２～６年度）（案）

については、承認と決しました。 

 

                   

○日程第６ 報告案件 

 

■冨田教育長 

 続いて、報告案件に移ります。 

報告第1４号 令和２年三沢市議会第1回定

例会についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

■教育部長 
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 令和２年三沢市議会第 1回定例会では、教育

関係の一般質問が、春日議員と遠藤議員から出

されましたので、その内容を報告いたします。 

まず、春日議員の「ストリートピアノ」の設

置についての質問は、「ストリートピアノ」と

は、街中や街角などの公共の場所に設置された

誰でも自由に弾ける状態のピアノの通称であ

り、音楽を通じて人と人のつながりを生み出す

といった趣旨を込めて設置されています。 

市民の皆さんの音楽交流の場として有効で

あると考え、ご見解をお伺いします。とのこと

で、質問に対する答弁を読み上げます。 

「ストリートピアノ」は近年、気軽に音楽に

親しめる機会の提供や地域における交流の場

につながるものとして、全国各地で広がりを見

せております。 

設置場所といたしましては、不特定多数の方

が利用できる、駅や公共施設、商業施設などで、

市民からの寄贈や学校で使われていたピアノ

などを活用しているようです。 

議員お話しのとおり、当市においては、学校

の統廃合により使われずに保管されているピ

アノもありますが、長年利用していないことか

ら、状態等を専門家に確認する必要があると考

えております。 

いずれにいたしましても、「ストリートピア

ノ」については、音楽を通じて人と人とのつな

がりを生み出すひとつの方法ではあるものの、

ピアノの演奏にふさわしい場所が重要である

ことを踏まえ、設置の可能性について検討して

参りたいと考えております。 

と、答弁いたしました。 

再質問は、学校にピアノが何台あるかとのこ

とでしたが、５台とお答えしましたが、設置の

目的を達することができる場所があるかとい

うことが重要であるとお答えしました。 

次に、遠藤議員の学校給食についての質問は、 

①小檜山市長のマニフェストにおいて「小中 

学校の給食費無償化の検討」があげられてい 

るが、検討状況について伺う。 

②当市の学校給食を充実させるための取り組

みについて伺う。 

③育ち盛りの子どもたちにとって、給食の質と

量の確保は重要であり、おいしく楽しい給食に

してほしいと願っている。現在、保護者が負担

している食材費を上げることなく市が一部補

助し、質と量を向上させてはどうかと考えるが

見解を伺う。の３点でした。質問に対する答弁

を読み上げます。 

学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達や

食に関する正しい理解と適正な判断を育てる

上で、重要な役割を果たしていることから、教

育委員会といたしましても子育てや教育効果

の観点から、学校給食は大変重要であると考え

ております。 

当市の給食費は、１食当たり小学校で２３７

円、中学校で２６２円、県内では最低額となっ

ておりますが、年額小学生で４万７千円、中学

生で５万２千円程度の徴収となり、少なからず

家計の負担になっているものと思われます。 

このため教育委員会では、学校教育法第１９

条の「経済的理由によって、就学困難と認めら

れる児童生徒の保護者に対して必要な援助を

与えなければならない。」の規定に則り、準要

保護者に対し給食費の全額補助を行っている

ところであります。 

さて、市長のマニフェストに「給食費無償化

の検討」が掲げられていることから、教育委員

会ではそれを受け検討を重ねております。まず

は、現在よりも段階的に対象の巾が広がるよう、

経済的に支援が必要な家庭の児童生徒を対象

に、具体的な実施方法を検討しているところで

す。 

次に第２点目「学校給食を充実させるための

取り組み」については、給食センターでは、給

食の提供以外にも食育の観点を踏まえ、従来か

ら様々な取り組みを行ってきております。 

具体的には「栄養バランスを指導するための
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出前授業」「食事のマナーや大切さを伝える学

校訪問」「地元食材を活用したバイキング給食」

「子供達のアンケートによるリクエスト給食」

などを実施しております。 

さらに、昨年４月から本年８月まで「オリン

ピック・パラリンピック給食」と「郷土料理で

日本一周献立」を計画・実施しており、今後も

充実した取り組みを進めて参りたいと考えて

おります。 

次に第３点目「給食費の一部を補助し、質と

量を向上させてはどうか」については、来年度

は特別献立として、子供たちが喜び元気が出る

メニューを取り入れたいと考えております。 

具体的には「運動会応援メニュー」「中体連

必勝メニュー」「受験生頑張れメニュー」など、

質と量を向上させた給食の実施を、財源も含め

検討しております。 

教育委員会といたしましては、給食を含めた

「食べ物のもつ力」が非常に大切であると認識

し、学校給食を充実させ、教育基盤のひとつに

していきたいと考えております。 

と答弁いたしました。 

議場で、メニューを紹介したところ大変受け

ており、笑いを誘っておりました。 

再質問は、給食費無償化について、どのよう

な検討をしているのかということでしたが、教

育委員会では、段階的に進めるということで、

まずは、経済的に困っている家庭に手を差し伸

べることが大事であるので、１番目に準要保護

の枠を少し広げる、２番目に所得で区切る、３

番目に子沢山のところの第３子などと考えて

シュミレーションをしておりますとお答えし

ました。 

以上です。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告に対し、委員からご質問等ござ

いますか。 

■立花委員 

 統廃合等で、使われていないピアノは、現在、

どこで管理をしていて、どのような状態で保管

していますか。 

 

■教育部長 

 廃校になった時からそのままにしてあるの

で使えないと思います。おそらく、ストリート

ピアノが全国で流行しているのは、学校の統廃

合とタイミングが一致しているためかと思い

ます。ピアノのことだけに関して言えば、設置

する場合は、募集すれば寄附してくれる方もい

ると思いますが、当市の場合の課題は、設置で

きる場所があるかということではないかと思

います。三沢駅の待合室は、高校生等が勉強で

きるスペースにするということらしいですし、

会議室のそばでは、ピアノの音がうるさく感じ

ないかということもあるかと思います。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

（「なし。」との声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第 1４号 

令和２年三沢市議会第 1 回定例会についての

報告は、終わりといたします。 

 

次に、報告第１５号 谷地頭団体活動センタ

ーの事故についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

■生涯学習課長 

 事故報告の概要でありますが、令和２年１月

２３日（木）１０時３０分頃、業者が消防点検

のため建物内に入ったところ、渡り廊下ガラス

が割れているのを発見し当課へ連絡がありま

した。 

現場は、普段通らない箇所であり、いつ頃の

被害かは不明であり、物品等の被害状況は確認

できませんでした。 

翌日、２４日に窓ガラス１枚を修理し、原状
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復旧いたしました。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告に対し、委員からご質問等ござ

いますか。 

 

■立花委員 

 ガラスを割って中に入った様子はあります

か。 

 

■生涯学習課長 

 入った様子はございません。 

 

■立花委員 

 耐震の問題で使用しなくなり、人通りもなく

なればいたずらする人も出てくると思います。

使う見込みがなければ、解体することも考えて

いかなければならないかと思います。もちろん

予算がかかることではありますが、今後は更地

にして売却することなど検討していけないで

しょうか。 

 

■教育部長 

 谷地頭と根井団体活動センターは、廃止の対

象施設になりますので、教育委員会の所管から

外れ、管財課に所管が移ります。今後はそちら

で検討していくことになると思います。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

（「なし。」との声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第１５号 

谷地頭団体活動センターの事故についての報

告は、終わりといたします。 

 

                   

〇日程第７ その他 

■冨田教育長 

 続いて、その他に移ります。 

 委員にお知らせする事項をお手元に配付し

ておりますので、学校教育課長から説明をお願

いします。 

  

■学校教育課長 

 新型コロナウイルス感染症について、先日、

２月２１日（金）に臨時校長会を開催し、今

後の対応について協議いたしましたのでご

報告いたします。 

 現状の県内未感染期の段階では、未然防

止・早期発見が重要であることから、対応の

一つとして、これまでも各学校において、イ

ンフルエンザ対策を参考にしながら対応し

てきたところですが、今回はこの対策をさら

に徹底することを確認いたしました。具体的

には、児童生徒は、正しい手洗いや咳エチケ

ットなどを励行する。教職員は、きめ細かな

健康観察や人混みを避ける指導などを行う。   

その他にも学校では、来校者にアルコール消

毒やマスク着用のお願いなどを行うことと

しております。また、日々、状況が変化して

いることから、教育委員会事務局では、確実

な最新情報を収集し、各学校に情報提供を行

うこととしております。 

各学校においては、その情報等を基に、教

職員で共通理解を図るとともに、子供や保護

者に対して必要な情報を提供することとし

ております。 

対応のもう一つとして、県内や市内及び市

内小中学校関係者の感染に備えて、事前に新

型コロナウイルス感染症に関する校内対策

委員会等を開催し、学校の総合的な対策につ

いて協議し、決定しておくことを確認いたし

ました。総合的な対策としては、学校におけ

る感染症対策、感染症に係る関係機関等への

連絡・報告体制、出席停止、学級・学年閉鎖、

臨時休業時の対応などが挙げられます。そし

て、これらの決定事項について教職員全員で
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共通理解を図り、計画的に体制整備や対策準

備を進めていくことも確認いたしました。 

今後、状況の変化に応じ、さらに臨時の校

長会を開催して対策を協議することも念頭

に対応して参りたいと考えております。 

 教育委員会事務局といたしましては、市内

小中学校の子供や保護者、教職員が必要以上

に不安感をもつことなく、感染に備えられる

よう、また、感染が発生しても落ち着いて適

切な行動がとれるよう、対応の指針を作成し

て参りたいと考えております。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告事項に対して、委員からご質

問等ございますか。 

 

■黒沢委員 

 説明の中で、アルコール消毒及びマスク着用

とありましたが、各学校の入手については、今

現在可能な状況となっているのでしょうか。 

 

■学務課長 

 先日、校長会で確認したところ、学校で購

入することは難しいとのことでしたので、教

育長からの指示で、関係機関や業者へ問い合

わせたところ、マスクはまだ難しいが、アル

コール消毒液は３月上旬には僅かであるが、

対応できるかもしれないとのことでした。今

後も関係機関等にお願いをしていきたいと

思っております。 

 以上でございます。 

 

■立花委員 

 この新型コロナウイルス感染症のことに

ついては、朝から晩までテレビでやっていま

すが、まだ、政府の指針でもはっきりしない

ということで、自宅待機して、病院には行か

ないでほしいなど、重症化しないと診てもら

えないようですが、三沢市では検査ができな

いとの情報ですよね。 

 

■冨田教育長 

 現段階での新型コロナ感染症の指定病院

は、上十三管内では十和田市立病院です。た

だ状況の変化によって変わっていきます。 

 色々なニュースを見ていると病院へ行く

ことによって、感染が広まるということです

ので、確認しながら、子供たちや保護者が必

要以上に不安感を持たないよう、学校を通じ

て情報を流していきたいと考えております。 

 

■教育部長 

 このことについては、今現在２月２１日の

学校の対応であり、その後、感染した場合の

感染期以降の学校の対応など、毎日教育委員

会で話し合っておりまして、日々変わる文部

科学省の情報を更新して、学校へその都度情

報を流せるようにしております。 

 

■冨田教育長 

 現在のところ、全ての資料をまだお出しでき

ないのですが、色々なことを想定して話し合っ

ております。何度も申し上げますが、子供たち

や保護者に必要以上に不安感を持たせないよ

うに、準備をしておるところでございます。 

 

その他、ございますか。 

 （「なし。」との声あり） 

 ないようですので、その他については終わり

といたします。 

 最後に、委員の皆様から教育委員会事業等に

おいて、確認したいことや意見・感想等をお願

いします。 

 

■本江委員 

 先日の、少年少女文化優秀賞等表彰式は、大

変ご苦労様でした。きめ細かく、私たちの動き
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まで色々と配慮していただきました。教育委員

会の皆さんの手際の良い動きにも大変感心し

てみておりました。その中で、リハーサルがと

っても大事であると感じました。子供たちも、

きちんとやることで賞の重さというか大きさ

を感じることができたと思います。多分、今回

表彰された子供たちは、何回も賞を貰っていて

慣れている子供たちだと思いますが、リハーサ

ルをきちんとやることで立派な賞を貰ったと

いう自覚を持つことができたと思います。 

 また、中学校３年生の受験がもう間近で、今

面接指導をしている時期だと思いますが、新型

コロナウイルス感染症のことで、動揺して受験

に向かえない子供たちもいると思います。非常

に難しいと思いますが、学校でも落ち着いて受

験に向かえるよう指導していただきたいと思

います。 

 以上です。 

 

■黒沢委員 

 受験についてですが、大学受験では、学校に

よっては、新型コロナウイルスの罹患者は、受

験出来ないなどという情報が流れていますの

で、実際どういった対応がなされるのか、事前

に子供たちが理解をして、望めるようにしてい

ただきたいと思います。天候事情については、

今年は雪が少ないので、心配はありませんが、

今回、大人でさえも、これだけ情報に振り回さ

れている状況であるので、整理整頓して、子供

たちの不安がひとつでも少なくなるよう対応

していただきたいと思います。 

 ストリートピアノは、十和田市の青森銀行に

１台設置していて、地域の子供たちが楽しそう

に弾いている姿があるとのことです。１台置く

と回収することや事故が起きたときにどうす

るのかなど、導入が難しいとは思いますが、確

認しながらお願いしたいと思います。 

給食費の無償化の話がありましたが、いち早

く、昨年の１０月に保育料の一部無償化という

ことで、３歳以上児を対象として始まりました。

その時に保護者の声として、お金をかけなけれ

ばならないところにはかけて欲しい、全員を無

料にして欲しいわけではないという声が多く

ありました。所得割という考え方は大変よろし

いと思いますし、実際未満児に関しては所得割、

多子は無料などとなっていますので、他の施設

等を参考にして丁寧に、議論を重ねて進めてい

ただきたいと思います 

 

■相沢委員 

 少年少女文化優秀賞等表彰式に参加しまし

たので、感想ですが、例年通りの形で、団体受

賞であっても、一人一人に盾を手渡されました。

後日、表彰された子供さんの保護者に聞いたと

ころ、娘さんは吹奏楽部なので、他の大会では

団体受賞として、一つだけ賞状や盾を渡されま

すが、今回は自分の分として盾をいただいたと

いうことで、大変娘さんが喜んでいたと言って

いました。私も話を聞いて、想像していた以上

に喜ばしいことであると感じていることに、初

めて気づかされました。リハーサルも結構長く

て、全体的にボリュームがありましたが、改善

する点があるのであれば、見直しをかけつつ、

喜んでいる子供もいるということを踏まえ、継

続させていただきたいと感じました。 

 給食については、たまにホームページで献立

表を見ますが、内容なども頑張っていると思い

ます。地元の食材や季節の食材を取り入れて、

少ない予算の中で工夫されていて、努力してい

ることが常に感じられます。更に来年度は、新

しい試みを計画されているとのことで、私も楽

しみです。 

子供たちにとって給食は、とても楽しみであ

り、栄養がバランス良く摂れ、皆と一緒に、「楽

しい、美味しい」と感じ、学校生活の中で、と

ても大事な時間であると思います。今後も良い

ものになっていくことを期待します。 
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■立花委員 

 少年少女文化優秀賞等表彰式についてです

が、司会の生徒さんが一人だけで、リハーサル

は、順調だったのですが、本番では緊張したの

か、大変だったかなと思いました。飲み物も用

意してあげて欲しかったと感じました。 

 

■生涯学習課長 

 例年、三沢高校と、三沢商業さんにお願いす

るのですが、時期的なこともあり、学校でも忙

しいということで、三沢高校さんは０、三沢商

業さんから１名ならいいですよということで

した。成人式も２名でしたので、できれば２名

でお願いしたかったのですが、学校にも事情が

ありまして、こちらの思いと学校の思いがつな

がらない状況です。 

 

■立花委員 

 教育振興基本計画もできましたので、実現に

向けて、皆さん一致団結してお願いします。 

 新型コロナウイルス感染症については、東北

ではまだ発生していませんが、いつ発生しても

おかしくない状況であるので、学校だけでなく

家庭でも気を付けていただき、マスクやアルコ

ール消毒液などは、教育委員会で学校を優先的

に回してもらえるようにしていただきたいと

思います。 

 以上です。 

 

                   

○日程第７ 閉会 

 

■冨田教育長 

 それでは、以上で、日程は全て終了いたしま

したので、２月定例教育委員会を閉会いたしま

す。 

 ３月定例会の日程についてですが、３月２６

日 木曜日 午前１０時に開催したいと考え

ておりますが、いかがでしょうか。  

 （「異議なし。」との声あり） 

 それでは、３月定例会は、３月２６日 木曜

日 午前１０時から、別館の４階で、開催した

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 

                   

 

 

 

閉会  １１時４８分 

 

 

 

 

■会議録署名者 
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